
(57)【要約】

【課題】複数の冷却対象をそれぞれ冷却するための冷凍

装置について、種々の異なるニーズに適応し易くする。

【解決手段】冷却対象との間でブラインを循環させるた

めの循環ポンプ（33）を備えて冷却対象毎に１つずつ設

けられる複数の循環ユニット（12）と、各循環ユニット

（12）が接続されてブラインを冷却するために冷凍サイ

クルを行う１つの熱源ユニット（11）とを備える。熱源

ユニット（11）は、冷媒とブラインとを熱交換させる冷

却熱交換器（24）が並列接続された冷媒回路（20）を備

える。循環ユニット（12）は、ブラインの流れる配管を

介して熱源ユニット（11）の冷却熱交換器（24）に接続

される。冷却能力制御部（41）は、循環ユニット（12）

毎にブラインを冷却する能力を調節する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 冷 却 対 象 と の 間 で 循 環 す る 熱 媒 体 を 冷 却 す る 冷 凍 装 置 で あ っ て 、
冷 却 対 象 と の 間 で 熱 媒 体 を 循 環 さ せ る た め の 循 環 ポ ン プ （ 33） を 備 え て 冷 却 対 象 毎 に １ つ
ず つ 設 け ら れ る 複 数 の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） と 、
上 記 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 接 続 さ れ て 熱 媒 体 を 冷 却 す る た め に 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う １ つ
の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と を 備 え 、
上 記 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） 毎 に 熱 媒 体 を 冷 却 す る 能 力 が 調 節 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と
す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に は 、 冷 媒 を 熱 媒 体 と 熱 交 換 さ せ る 複 数 の 冷 却 器 （ 24） が 蒸 発 器 と し
て 並 列 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 （ 20） が 設 置 さ れ 、
上 記 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 冷 却 器 （ 24） に は 、 熱 媒 体 の 流 れ る 配 管 を 介 し て 循 環 ユ ニ ッ ト
（ 12） が 接 続 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に お い て 、
各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 冷 媒 を 熱 媒 体 と 熱 交 換 さ せ る 冷 却 器 （ 24） が 設 け ら れ 、
冷 媒 の 流 れ る 配 管 を 介 し て 上 記 冷 却 器 （ 24） を 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 接 続 す る こ と に よ り
、 上 記 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 冷 却 器 （ 24） が 蒸 発 器 と し て 並 列 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 （ 20
） が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ 又 は ３ に お い て 、
冷 媒 回 路 （ 20） に は 、 膨 張 弁 （ 23） が 冷 却 器 （ 24） 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ 、 熱 源 ユ ニ ッ ト
（ 11） に は 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 20） の 全 て の 膨 張 弁 （ 23） が 配 置 さ れ る 一 方 、
各 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 個 別 に 調 節 す る 制 御 手 段 （ 41） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に お い て 、
冷 媒 回 路 （ 20） に は 、 膨 張 弁 （ 23） が 冷 却 器 （ 24） 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ て い る 一 方 、
各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 20） の 膨 張 弁 （ 23） が １ つ ず つ 配 置 さ れ る と
共 に 、 配 置 さ れ た 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 調 整 す る 制 御 手 段 （ 62） が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 冷 凍 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ニ ー ズ に 適 応 し や す く す る た め の 対 策 に 係 る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 冷 凍 装 置 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 冷 媒 回 路 で 冷 媒
を 循 環 さ せ て 冷 凍 サ イ ク ル を 行 い 、 冷 却 さ れ た 熱 媒 体 を 複 数 の 冷 却 対 象 へ 供 給 す る よ う に
し た も の が 知 ら れ て い る 。 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 冷 凍 装 置 で は 、 冷 媒 回 路 に 蒸 発 器
で あ る ２ つ の 冷 却 器 が 並 列 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 各 冷 却 器 に は 、 熱 媒 体 が 冷 却 対 象 と の
間 を 循 環 す る 利 用 側 系 統 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 冷 却 器 で 冷 媒 と 熱 媒 体 と
が 熱 交 換 さ れ 、 こ の 各 冷 却 器 で 冷 却 さ れ た 熱 媒 体 が 、 各 利 用 側 系 統 を 通 じ て 冷 却 対 象 に 供
給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ５ ９ ２ ０ 号 公 報 （ 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 冷 凍 装 置 は 、 各 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 応 じ た 冷 却 能 力 を 発 揮 す る よ う
に 、 冷 媒 回 路 と 複 数 の 利 用 側 系 統 と を 一 体 と し て 設 計 し て い た 。 こ の た め 、 要 求 に 応 じ た
冷 凍 装 置 を そ の 都 度 専 用 に 設 計 し て お り 、 こ の 種 の 冷 凍 装 置 は 汎 用 性 が 低 い も の と な っ て
い た 。 ま た 、 熱 負 荷 を 発 生 す る 設 備 の 変 更 等 が あ っ た と き に は 、 こ の 変 更 後 の 熱 負 荷 に 応
じ た 適 正 な 冷 却 能 力 で 冷 凍 装 置 を 運 転 す る の が 困 難 と な る 場 合 も 生 じ 、 熱 負 荷 で あ る 設 備
の 変 更 に 伴 っ て 冷 凍 装 置 の 更 新 ま で 強 い ら れ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 斯 か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 複
数 の 冷 却 対 象 を そ れ ぞ れ 冷 却 す る た め の 冷 凍 装 置 に つ い て 、 種 々 の 異 な る ニ ー ズ に 適 応 し
易 く す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 冷 却 対 象 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ て 冷 却 対 象 と の 間
で 熱 媒 体 を 循 環 さ せ る 複 数 の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） と 、 こ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 接 続 さ れ
て 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う １ つ の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と を 備 え る 一 方 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12）
毎 の 冷 却 能 力 を 調 節 可 能 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
具 体 的 に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 複 数 の 冷 却 対 象 と の 間 で 循 環 す る 熱 媒 体 を 冷 却 す る 冷 凍 装
置 を 前 提 と し て 、 冷 却 対 象 と の 間 で 熱 媒 体 を 循 環 さ せ る た め の 循 環 ポ ン プ （ 33） を 備 え て
冷 却 対 象 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ る 複 数 の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） と 、 上 記 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12
） が 接 続 さ れ て 熱 媒 体 を 冷 却 す る た め に 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う １ つ の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と
を 備 え 、 上 記 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） 毎 に 熱 媒 体 を 冷 却 す る 能 力 が 調 節 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に は 、 冷 媒 を 熱
媒 体 と 熱 交 換 さ せ る 複 数 の 冷 却 器 （ 24） が 蒸 発 器 と し て 並 列 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 （ 20） が
設 置 さ れ 、 上 記 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 冷 却 器 （ 24） に は 、 熱 媒 体 の 流 れ る 配 管 を 介 し て 循
環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 冷 媒 を
熱 媒 体 と 熱 交 換 さ せ る 冷 却 器 （ 24） が 設 け ら れ 、 冷 媒 の 流 れ る 配 管 を 介 し て 上 記 冷 却 器 （
24） を 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 接 続 す る こ と に よ り 、 上 記 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 冷 却 器 （
24） が 蒸 発 器 と し て 並 列 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 （ 20） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 又 は ３ の 発 明 に お い て 、 冷 媒 回 路 （ 20） に は 、 膨 張 弁
（ 23） が 冷 却 器 （ 24） 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に は 、 上 記 冷 媒 回 路 （
20） の 全 て の 膨 張 弁 （ 23） が 配 置 さ れ る 一 方 、 各 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 個 別 に 調 節 す る 制
御 手 段 （ 41） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 、 冷 媒 回 路 （ 20） に は 、 膨 張 弁 （ 23）
が 冷 却 器 （ 24） 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ て い る 一 方 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 上 記 冷 媒
回 路 （ 20） の 膨 張 弁 （ 23） が １ つ ず つ 配 置 さ れ る と 共 に 、 配 置 さ れ た 膨 張 弁 （ 23） の 開 度
を 調 整 す る 制 御 手 段 （ 62） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
す な わ ち 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） が １ つ の モ ジ ュ ー ル と し て 構 成 さ れ
、 ま た 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 別 の モ ジ ュ ー ル と し て 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら 熱
源 ユ ニ ッ ト （ 11） と 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 組 合 せ を 任 意 に 選 択 し て 冷 凍 装 置 （ 10） を 組 み
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立 て る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 １ つ の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 対 し て は 、 各 冷 却 対 象 に
対 応 し た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で の 冷 凍 サ イ ク
ル に よ っ て 熱 媒 体 が 冷 却 さ れ る と 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） は 、 こ の 冷 却 さ れ た 熱 媒 体 を 循 環
ポ ン プ （ 33） を 駆 動 し て 各 冷 却 対 象 に 送 る 。 こ の と き 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） 毎 に 熱 媒 体 の
冷 却 能 力 が 調 節 さ れ る 。 し た が っ て 、 各 冷 却 対 象 毎 の 熱 負 荷 に 対 応 し た 冷 却 能 力 で 冷 却 対
象 が 冷 却 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 配 置 さ れ た 冷 媒 回 路 （ 20） に 、 蒸 発 器 と し て
複 数 の 冷 却 器 （ 24） が 互 い に 並 列 に 接 続 さ れ る 。 こ の 各 冷 却 器 （ 24） に は 、 熱 媒 体 の 流 通
す る 配 管 に よ っ て 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が １ つ ず つ 接 続 さ れ る 。 つ ま り 、 各 冷 却 対 象 毎 に 冷
却 器 （ 24） が 接 続 さ れ 、 各 冷 却 器 （ 24） と 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 繋 が る 冷 却 対 象 と の 間
で 熱 媒 体 が 循 環 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 冷 却 器 （ 24） が 設 け ら れ る 。 冷 却 対 象 か ら 吸
熱 し た 熱 媒 体 は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） へ 送 り 返 さ れ て 冷 却 さ れ 、 そ の 後 に 冷 却 対 象 へ 向 け
て 送 り 出 さ れ る 。 つ ま り 、 熱 媒 体 は 、 冷 却 対 象 と 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） と の 間 で だ け 循 環 し
、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） へ は 流 れ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 冷 媒 回 路 （ 20） に は 、 冷 却 器 （ 24） 毎 に 膨 張 弁 （ 23） が １ つ
ず つ 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら 全 て の 膨 張 弁 （ 23） は 全 て 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 配 置 さ れ る
。 そ し て 、 制 御 手 段 （ 41） に よ っ て 各 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 が 調 節 さ れ る と 、 各 冷 却 器 （ 24
） で の 冷 媒 流 量 が 個 別 に 設 定 さ れ 、 各 冷 却 器 （ 24） 毎 に そ の 冷 却 能 力 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 膨 張 弁 （ 23） と 冷 却 器 （ 24） と
が １ つ ず つ 設 け ら れ る 。 ま た 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 調 節 す
る 制 御 手 段 （ 62） が 設 け ら れ る 。 こ の 制 御 手 段 （ 62） は 、 そ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） で 発 揮
さ せ る 冷 却 能 力 を 調 整 す る 。 し た が っ て 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） で は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て
冷 却 能 力 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 １ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 （ 10） は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と 、 冷 却
対 象 （ 図 示 省 略 ） 毎 に １ つ ず つ 設 け ら れ る 複 数 の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） と を 備 え て い る 。 熱
源 ユ ニ ッ ト （ 11） に は 、 冷 媒 を 循 環 さ せ て 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 （ 20） が 設 置 さ れ
て い る 。 一 方 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 熱 媒 体 と し て の ブ ラ イ ン が 流 れ る ブ ラ イ ン 配
管 （ 30） が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） は そ れ ぞ れ 同 様 に 構 成
さ れ て お り 、 こ れ ら 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） は 、 冷 媒 に よ っ て 冷 却 さ れ た ブ ラ イ ン を そ れ ぞ
れ 異 な る 冷 却 対 象 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） は 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 20） が 主 と し て ケ ー シ ン グ （ 13） 内 に 配 設 さ
れ て 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 図 １ で は 、 ケ ー シ ン グ （ 13） を 便 宜 上 仮 想 線 で 示 し て い る 。 冷
媒 回 路 （ 20） は 、 圧 縮 機 （ 21） と 、 凝 縮 器 （ 22） と 、 膨 張 弁 （ 23） と 、 冷 却 器 と し て の 冷
却 熱 交 換 器 （ 24） と を 有 し て い る 。 膨 張 弁 （ 23） 及 び 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） は 、 そ れ ぞ れ 複
数 個 ず つ （ 本 実 施 形 態 １ で は ３ 個 ず つ ） 設 け ら れ て い る 。 上 記 圧 縮 機 （ 21） は 、 例 え ば イ
ン バ ー タ ー （ 図 示 省 略 ） 等 に よ り 容 量 可 変 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 凝 縮 器 （ 22） は 、 例 え ば プ レ ー ト 型 熱 交 換 器 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 冷 却 水 流 路 （ 22
a） と 冷 媒 流 路 （ 22b） と を 備 え て い る 。 冷 却 水 流 路 （ 22a） の 両 端 部 に は 、 図 外 の 冷 却 水
回 路 に 接 続 可 能 に 構 成 さ れ た 冷 却 水 用 ポ ー ト （ 25） が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 冷 却 水 用 ポ ー
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ト （ 25） に は 開 閉 弁 （ 26） が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 凝 縮 器 （ 22） は 、 冷 却 水 回 路 か ら
導 入 さ れ た 冷 却 水 と 、 冷 媒 回 路 （ 20） の 冷 媒 と を 熱 交 換 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 各 膨 張 弁 （ 23） と 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と は 、 一 対 と な っ て 凝 縮 器 （ 22） に 対 し て 並
列 に 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 凝 縮 器 （ 22） の 下 流 に お い て 配 管
が 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は ３ 本 ） に 分 岐 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 配 管 が 分 岐 さ れ た 分 岐 管
（ 20a） に 膨 張 弁 （ 23） 及 び 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 各 分 岐 管 （ 2
0a） の 下 流 端 は 、 互 い に 接 合 さ れ て 圧 縮 機 （ 21） の 吸 入 側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） は 、 そ れ ぞ れ 冷 媒 回 路 （ 20） の 蒸 発 器 と し て 設 け ら れ る も の で
あ り 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） は い ず れ も 同 じ 大 き さ の も の が 用 い ら れ て い る 。 各 冷 却 熱 交
換 器 （ 24） は 、 例 え ば プ レ ー ト 型 熱 交 換 器 で 構 成 さ れ て お り 、 冷 媒 流 路 （ 24a） と 熱 媒 体
流 路 （ 24b） と を 備 え て い る 。 こ の 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 媒 流 路 （ 24a） は 、 そ の 流 入
端 が 上 記 膨 張 弁 （ 23） に 配 管 接 続 さ れ る 一 方 、 流 出 端 が 圧 縮 機 （ 21） の 吸 入 側 に 配 管 接 続
さ れ 、 こ れ に よ り 冷 媒 流 路 （ 24a） に は 冷 媒 が 流 通 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 熱 媒 体 流 路 （ 24b） に は 、 流 入 側 接 続 ポ ー ト （ 27） と 流 出 側 接 続
ポ ー ト （ 28） が １ つ ず つ 接 続 さ れ て い る 。 各 流 入 側 接 続 ポ ー ト （ 27） は 、 熱 媒 体 流 路 （ 24
b） の 流 入 端 に 設 け ら れ る と と も に 、 そ の 先 端 部 が ケ ー シ ン グ （ 13） の 外 側 に 位 置 し て い
る 。 ま た 、 各 流 出 側 接 続 ポ ー ト （ 28） は 、 熱 媒 体 流 路 （ 24b） の 流 出 端 に 設 け ら れ る と と
も に 、 そ の 先 端 部 が ケ ー シ ン グ （ 13） の 外 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
流 入 側 接 続 ポ ー ト （ 27） 及 び 流 出 側 接 続 ポ ー ト （ 28） の 先 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 材 （
27a,28a） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 接 続 部 材 （ 27a,28a） は 、 各 接 続 ポ ー ト （ 27,28） の 先
端 部 を 上 記 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 接 続 可 能 に 構 成 す る も の で あ り 、 例 え ば ス エ ジ ロ ッ ク （
登 録 商 標 ） 等 の 管 継 手 、 プ ラ グ 、 カ プ ラ 等 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 接 続 ポ ー ト （ 27
,28） の 先 端 部 は 、 接 続 部 材 （ 27a,28a） に 例 え ば 図 外 の キ ャ ッ プ を ね じ 込 む 等 に よ り 先 端
開 口 が 閉 塞 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 接 続 さ れ な い 接 続
ポ ー ト （ 27,28） に つ い て は 、 封 鎖 し て お く こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 つ ま り 、 例
え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 部 の 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 接 続 ポ ー ト （ 27,28） に 循 環 ユ ニ
ッ ト （ 12） を 接 続 し な い 構 成 と す る こ と が で き る 。 言 い 換 え る と 、 少 な く と も 一 部 の 冷 却
熱 交 換 器 （ 24） に そ れ ぞ れ １ つ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 接 続 す る 構 成 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 上 記 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） は 、 上 記 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の ケ ー シ ン グ （ 13） と は 異 な
る ケ ー シ ン グ （ 14） 内 に 上 記 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 配 設 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 図 １
で は 、 ケ ー シ ン グ （ 14） を 便 宜 上 仮 想 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） は 、 戻 り 部 （ 30a） と 供 給 部 （ 30b） と か ら な る 。 戻 り 部 （ 30a） は 、
ケ ー シ ン グ （ 14） 内 を 貫 通 し て お り 、 こ の 戻 り 部 （ 30a） の 流 入 端 及 び 流 出 端 は 、 そ れ ぞ
れ ケ ー シ ン グ （ 14） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 戻 り 部 （ 30a） の 流 入 端 は 冷 却 対
象 に 、 ま た 流 出 端 は 上 記 流 入 側 接 続 ポ ー ト （ 27） の 接 続 部 材 （ 27a） に そ れ ぞ れ 接 続 可 能
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
供 給 部 （ 30b） は 、 ケ ー シ ン グ （ 14） 内 を 貫 通 し て お り 、 こ の 供 給 部 （ 30b） の 流 入 端 及 び
流 出 端 は 、 そ れ ぞ れ ケ ー シ ン グ （ 14） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 供 給 部 （ 30b）
の 流 入 端 は 上 記 流 出 側 接 続 ポ ー ト （ 28） の 接 続 部 材 （ 28a） に 、 ま た 流 出 端 は 冷 却 対 象 に
そ れ ぞ れ 接 続 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 上 記 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 接 続 ポ ー ト （ 27,28） に 接 続 さ
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れ る こ と で 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が ブ ラ イ ン の 流 れ る 配 管 を 介 し て 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の
冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） の 戻 り 部 （ 30a
） か ら 流 れ て き た ブ ラ イ ン が 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 熱 媒 体 流 路 （ 24b） に 流 入 す る よ う に
な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） は 、 冷 媒 流 路 （ 24a） の 冷 媒 と 熱 媒 体 流 路
（ 24b） の ブ ラ イ ン と を 熱 交 換 さ せ て ブ ラ イ ン を 冷 却 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） 及 び 冷 却 対 象 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、
冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と 冷 却 対 象 と の 間 を ブ ラ イ ン が 循 環 す る 閉 回 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 供 給 部 （ 30b） に は 、 上 流 側 か ら 順 に 電 気 ヒ ー タ （ 31） と タ ン ク （ 32） と 循 環 ポ ン プ
（ 33） と が 設 け ら れ て い る 。 電 気 ヒ ー タ （ 31） は 、 供 給 部 （ 30b） を 流 れ る ブ ラ イ ン を 加
熱 し て 、 そ の 温 度 を 調 節 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 タ ン ク （ 32） は 、 供 給 部 （ 30b） を
流 れ る ブ ラ イ ン を 一 時 的 に 貯 溜 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 循 環 ポ ン プ （ 33） は 、 ブ ラ イ
ン 配 管 （ 30） の ブ ラ イ ン を 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と 冷 却 対 象 と の 間 で 循 環 さ せ る た め の も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 戻 り 部 （ 30a） に は 、 冷 却 対 象 か ら 流 れ て き た ブ ラ イ ン の 戻 り 温 度 を 検 出 す る 戻 り 温
度 セ ン サ （ 35） が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 供 給 部 （ 30b） に は 、 タ ン ク （ 32） か ら 流 出 し
て 冷 却 対 象 に 向 か っ て 流 れ る ブ ラ イ ン の 供 給 温 度 を 検 出 す る 供 給 温 度 セ ン サ （ 36） が 設 け
ら れ て い る 。 こ れ ら 温 度 セ ン サ （ 35,36） が 出 力 し た 検 出 信 号 は 、 コ ン ト ロ ー ラ （ 40） に
送 信 さ れ る よ う に な て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の コ ン ト ロ ー ラ （ 40） は 、 温 度 セ ン サ （ 35,36） の 検 出 結 果 に 基 づ い て 冷 却 熱 交 換 器 （ 2
4） の 冷 却 能 力 を 調 整 す る も の で 、 本 発 明 で い う 制 御 手 段 と し て の 冷 却 能 力 制 御 部 （ 41）
と 、 供 給 温 度 制 御 部 （ 42） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 冷 却 能 力 制 御 部 （ 41） は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） の 検 出 値 に
基 づ い て 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 却 能 力 を 個 別 に 調 節 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 つ ま
り 、 冷 却 能 力 制 御 部 （ 41） は 、 各 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） に よ り 検 出 さ れ た 戻 り 温 度 に 基 づ
い て 、 こ の 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） が 配 設 さ れ た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 対 応 す る 冷 却 熱 交 換
器 （ 24） の 冷 却 能 力 を 調 整 す べ く 、 こ の 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と 対 に な っ て い る 膨 張 弁 （ 23
） の 膨 張 弁 開 度 を 調 整 す る 。 言 い 換 え る と 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） は 、 接 続 さ れ た 循 環 ユ ニ
ッ ト （ 12） 毎 に ブ ラ イ ン を 冷 却 す る 能 力 が 調 節 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 冷 却 能 力 制 御 部
（ 41） は 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 却 能 力 か ら 得 ら れ る 総 冷 却 能 力 に 対 応 し て 圧 縮 機 容
量 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 供 給 温 度 制 御 部 （ 42） は 、 ブ ラ イ ン の 供 給 温 度 に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 実 行 す る
も の で あ り 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 供 給 温 度 セ ン サ （ 36） に よ り 検 出 さ れ た 供 給 温 度 が
目 標 温 度 よ り も 昇 温 す る と 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） で の 冷 却 能 力 を 増 大 補 正 す る 一 方 、 供 給
温 度 が 目 標 温 度 よ り も 低 下 す る と 、 電 気 ヒ ー タ （ 31） に よ っ て 供 給 部 （ 30b） を 流 通 す る
ブ ラ イ ン を 加 熱 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 （ 10） の 運 転 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
冷 媒 回 路 （ 20） に お い て 、 圧 縮 機 （ 21） か ら 吐 出 さ れ た 高 圧 の 冷 媒 は 、 凝 縮 器 （ 22） で 凝
縮 し た 後 、 各 分 岐 管 （ 20a） に 分 流 し 、 各 膨 張 弁 （ 23） に よ り 減 圧 さ れ る 。 こ の 減 圧 さ れ
た 各 冷 媒 は 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 媒 流 路 （ 24a） を 流 れ 、 熱 媒 体 流 路 （ 24b） の ブ ラ
イ ン か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ の と き 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） に
よ っ て ブ ラ イ ン の 戻 り 温 度 が 検 出 さ れ て お り 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で は 、 こ の 戻 り 温 度 セ
ン サ （ 35） の 検 出 結 果 に 基 づ い た 冷 却 能 力 の 調 整 が 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） 毎 に 個 別 に 行 わ
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れ る 。 す な わ ち 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） 毎 に ブ ラ イ ン を 冷 却 す る 能
力 が 調 節 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 合 流 し て 圧 縮 機
（ 21） に 戻 り 、 こ の 循 環 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
一 方 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） で は 、 対 応 す る 冷 却 対 象 か ら 戻 っ た ブ ラ イ ン が ブ ラ イ ン 配 管
（ 30） の 戻 り 部 （ 30a） を 流 れ る 。 こ の ブ ラ イ ン は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 通 過 し た 後 、
熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 流 入 側 接 続 ポ ー ト （ 27） を 流 れ て 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 熱 媒 体 流 路
（ 24b） に 流 入 す る 。 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に 流 入 し た ブ ラ イ ン は 、 冷 媒 流 路 （ 24a） の 冷 媒
と 熱 交 換 し て 冷 却 さ れ る 。 こ の と き 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に お い て 、 対 応 す る 戻 り 温 度
セ ン サ （ 35） の 検 出 値 に 基 づ い た 冷 却 能 力 で ブ ラ イ ン が 冷 却 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の と き
供 給 温 度 セ ン サ （ 36） の 検 出 値 に 基 づ く 冷 却 能 力 の 補 正 制 御 も 行 わ れ て い る 。 そ し て 、 こ
の 冷 却 さ れ た ブ ラ イ ン は 、 流 出 側 接 続 ポ ー ト （ 28） を 経 由 し て 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 戻 る
。 こ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 戻 っ た ブ ラ イ ン は 、 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） の 供 給 部 （ 30b） を
流 れ て タ ン ク （ 32） に 一 時 的 に 貯 溜 さ れ た 後 、 再 び 冷 却 対 象 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
供 給 温 度 セ ン サ （ 36） に よ り 検 出 さ れ た ブ ラ イ ン の 供 給 温 度 が 目 標 温 度 よ り も 低 い と き に
は 、 電 気 ヒ ー タ （ 31） を 駆 動 し て ブ ラ イ ン を 目 標 温 度 ま で 加 熱 す る 制 御 が 行 わ れ る 。 こ れ
に よ り 、 熱 負 荷 が 小 さ い に も か か わ ら ず 冷 媒 回 路 （ 20） の 圧 縮 機 （ 21） を 運 転 継 続 す る 場
合 に お い て 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） で の 冷 却 能 力 が 過 大 と な っ た と き で も 安 定 し た 温 度 の ブ
ラ イ ン を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 １ で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） が １ つ の モ ジ ュ ー ル と し て 構 成 さ れ
、 ま た 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 別 の モ ジ ュ ー ル と し て そ れ ぞ れ 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、
こ れ ら 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 組 合 せ を 任 意 に 選 択 し て 冷 凍 装 置 （ 10
） を 組 み 立 て る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 １ つ の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 対 し て は 、 各 冷
却 対 象 に 対 応 し た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 複 数 の 冷 却 対
象 が そ れ ぞ れ 熱 負 荷 の 異 な る も の で あ っ て も 、 冷 却 対 象 毎 に 最 適 な 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を
選 定 し て １ つ の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 繋 げ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 結 果 、 冷 却 対 象 に 応
じ た 種 々 の ニ ー ズ に 容 易 に 適 応 で き て 最 適 な 冷 却 能 力 を 有 す る 冷 凍 装 置 （ 10） を 簡 単 に 構
成 す る こ と が で き 、 冷 凍 装 置 （ 10） の 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 各 冷
却 対 象 の 熱 負 荷 に 応 じ た 適 正 な 冷 却 能 力 で 冷 凍 装 置 （ 10） の 運 転 を 行 う こ と が で き る た め
に 、 運 転 効 率 を 向 上 す る こ と が で き て 省 エ ネ 化 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 例 え ば １ つ の 冷 却 対 象 が 熱 負 荷 の 異 な る も の と 入 れ 替 え ら れ た 場 合 で も 、 そ の 冷 却
対 象 に 対 応 す る 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 取 り 替 え る だ け で 、 こ れ に 対 応 す る こ と が 可 能 と な
る 。 つ ま り 、 冷 却 対 象 が 変 更 さ れ た 場 合 で も 、 従 来 の よ う に 冷 凍 装 置 （ 10） 全 体 を 更 新 す
る 必 要 は な く 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） だ け を 更 新 す れ ば よ い こ と と な り 、 そ の 点 で も 使 い 勝
手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） は 、 冷 却 対 象 毎 に １ つ ず つ 別 個 に 設 け ら れ る も の で あ る た め
、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 小 型 の も の に 構 成 す る こ と が で き る と と も に 、 こ の 循 環 ユ ニ ッ ト
（ 12） の み を 冷 却 対 象 に 近 接 し て 設 置 す る こ と も 可 能 と な る 。 特 に 、 本 実 施 形 態 １ で は 、
冷 却 熱 交 換 器 （ 24） が 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 配 設 さ れ て い る の で 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に
冷 却 熱 交 換 器 （ 24） を 配 設 す る 構 成 に 比 べ て 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の よ り 一 層 の 小 型 化 を
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 １ で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を ブ ラ イ ン が 流 れ る
配 管 で 接 続 し て 冷 凍 装 置 （ 10） を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 冷 媒 が 流 れ る 配
管 で 両 者 を 接 続 す る 場 合 に 比 べ 、 冷 凍 装 置 （ 10） の 設 置 作 業 の 複 雑 化 を 最 小 限 に 抑 え る こ
と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 １ で は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 個 数 範 囲 内 で 任 意
に 接 続 可 能 と な っ て い る の で 、 冷 却 対 象 に 対 応 さ せ て 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を そ れ ぞ れ 接 続
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
尚 、 本 実 施 形 態 １ で は 、 一 部 の 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に は 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 接 続 さ れ て
い な い 構 成 と し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 全 て の 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に １ つ の
循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が そ れ ぞ れ 接 続 す る 構 成 で あ っ て も い い の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ 】
図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ を 示 す 。 尚 、 こ こ で は 、 実 施 形 態 １ と 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符
号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 実 施 形 態 ２ で は 、 実 施 形 態 １ と 異 な り 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） が 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 配
設 さ れ て い る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 ２ に 係 る 冷 凍 装 置 （ 10） で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） を
構 成 す る ケ ー シ ン グ （ 13） 内 に 冷 媒 回 路 （ 20） を 構 成 す る た め の 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） が
収 容 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） に 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） 内 の 冷 却 熱 交
換 器 （ 24） が 配 管 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 冷 媒 回 路 （ 20） が 形 成 さ れ る よ う に な っ て い る
。 尚 、 図 ２ で は 、 ケ ー シ ン グ （ 13,14） を 便 宜 上 仮 想 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
具 体 的 に 、 上 記 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） は 、 圧 縮 機 （ 21） と 凝 縮 器 （ 22） と 複 数 の 膨 張 弁 （
23） と が 配 管 接 続 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） を 構 成 す る
配 管 は 、 上 記 圧 縮 機 （ 21） 及 び 凝 縮 器 （ 22） が 配 設 さ れ た 主 管 （ 50a） と 、 こ の 主 管 （ 50a
） の 凝 縮 器 側 端 部 か ら 分 岐 し て 接 続 さ れ た 複 数 本 （ 本 実 施 形 態 で は ３ 本 ） の 分 岐 管 （ 50b
） と か ら な る 。 こ の 各 分 岐 管 （ 50b） に は 、 上 記 膨 張 弁 （ 23） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る
。 つ ま り 、 各 膨 張 弁 （ 23） は 、 凝 縮 器 （ 22） に 対 し て 互 い に 並 列 に な る よ う に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
上 記 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に は 、 上 記 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） の 圧 縮 機 側 端 部 に 接 続 さ れ た 複
数 の ガ ス 側 ポ ー ト （ 52） と 、 上 記 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） の 膨 張 弁 側 端 部 に 接 続 さ れ た 複 数
の 液 側 ポ ー ト （ 53） と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 ガ ス 側 ポ ー ト （ 52） は 、 圧 縮 機 （ 21） の 冷
媒 吸 入 部 に 接 続 す る 主 管 （ 50a） の 流 入 端 か ら 分 岐 す る よ う に 接 続 さ れ る と と も に 、 そ の
先 端 部 が ケ ー シ ン グ （ 13） の 外 側 に 位 置 し て い る 。 上 記 液 側 ポ ー ト （ 53） は 、 冷 媒 回 路 構
成 部 （ 50） の 膨 張 弁 側 端 部 と し て の 各 分 岐 管 （ 50b） の 流 出 端 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る と と
も に 、 そ の 先 端 部 が ケ ー シ ン グ （ 13） の 外 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ガ ス 側 ポ ー ト （ 52） 及 び 液 側 ポ ー ト （ 53） の 先 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 材 （ 52a,53a）
が 設 け ら れ て い る 。 こ の 接 続 部 材 （ 52a,53a） は 、 各 ガ ス 側 ポ ー ト （ 52） 及 び 液 側 ポ ー ト
（ 53） の 先 端 部 を 上 記 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 接 続 可 能 に 構 成 す る も の で あ り 、 例 え ば ス エ
ジ ロ ッ ク （ 登 録 商 標 ） 等 の 管 継 手 、 プ ラ グ 、 カ プ ラ 等 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ガ ス
側 ポ ー ト （ 52） 及 び 液 側 ポ ー ト （ 53） の 先 端 部 は 、 接 続 部 材 （ 52a,53a） に 例 え ば 図 外 の
キ ャ ッ プ を ね じ 込 む 等 に よ り 先 端 開 口 が 閉 塞 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ブ ラ イ
ン 配 管 （ 30） が 接 続 さ れ な い ガ ス 側 ポ ー ト （ 52） 及 び 液 側 ポ ー ト （ 53） に つ い て は 、 封 鎖
し て お く こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
一 方 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の ケ ー シ ン グ （ 14） 内 に は 、 主 と し て ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が 収
容 さ れ る と と も に 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） も 収 容 さ れ て い る 。 尚 、 図 ２ で は 、 ケ ー シ ン グ （
14） を 便 宜 上 仮 想 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） の 戻 り 部 （ 30a） は 、 そ の 流 入 端 が ケ ー シ ン グ （ 14） の 外 側 に 配 置 さ
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れ る 一 方 、 流 出 端 が 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 熱 媒 体 流 路 （ 24b） に 接 続 さ れ て い る 。 ブ ラ イ
ン 配 管 （ 30） の 供 給 部 （ 30b） は 、 そ の 流 入 端 が 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 熱 媒 体 流 路 （ 24b）
に 接 続 さ れ る 一 方 、 流 出 端 が ケ ー シ ン グ （ 14） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 媒 流 路 （ 24a） に は 、 ガ ス 側 接 続 管 （ 55） 及 び 液 側 接 続 管 （ 56
） が 接 続 さ れ て い る 。 こ の ガ ス 側 接 続 管 （ 55） 及 び 液 側 接 続 管 （ 56） は 、 冷 却 熱 交 換 器 （
24） と 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と を 接 続 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ガ ス 側 接 続 管 （ 55） の 流 入 端 は 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 媒 流 路 （ 24a） の 流 出 端 に 接 続
さ れ る 一 方 、 ガ ス 側 接 続 管 （ 55） の 流 出 端 は 、 ケ ー シ ン グ （ 14） の 外 側 に 配 置 さ れ て い る
。 こ の ガ ス 側 接 続 管 （ 55） の 流 出 端 は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の ガ ス 側 ポ ー ト （ 52） の 接 続
部 材 （ 52a） に 接 続 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ ス 側 接 続 管 （ 55） に は 、 冷 却 熱 交
換 器 （ 24） を 流 出 し た 冷 媒 が 圧 縮 機 （ 21） に 向 か っ て 流 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
液 側 接 続 管 （ 56） は 、 そ の 流 入 端 が ケ ー シ ン グ （ 14） の 外 側 に 配 置 さ れ る 一 方 、 流 出 端 が
冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 媒 流 路 （ 24a） の 流 出 端 に 接 続 さ れ て い る 。 液 側 接 続 管 （ 56） の
流 入 端 は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 液 側 ポ ー ト （ 53） の 接 続 部 材 （ 53a） に 接 続 可 能 に 構 成
さ れ て い る 。 そ し て 、 液 側 接 続 管 （ 56） に は 、 膨 張 弁 （ 23） を 通 過 し た 冷 媒 が 冷 却 熱 交 換
器 （ 24） に 向 か っ て 流 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） が ガ ス 側 接 続 管 （ 55） 及 び 液 側 接 続 管 （ 56） を 介 し て 冷 媒 回 路 構
成 部 （ 50） に 接 続 さ れ る こ と で 、 冷 凍 装 置 （ 10） に は 冷 媒 が 循 環 す る 閉 回 路 の 冷 媒 回 路 （
20） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
コ ン ト ロ ー ラ （ 40） の 冷 却 能 力 制 御 部 （ 41） は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 戻 り 温 度 セ ン サ
（ 35） の 検 出 値 に 基 づ い て 、 こ の 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） が 配 設 さ れ た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12）
に 繋 が る 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 個 別 に 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 冷 却 能 力 制
御 部 （ 41） は 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 冷 却 能 力 か ら 得 ら れ る 総 冷 却 能 力 に 対 応 し て 圧 縮
機 容 量 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 実 施 形 態 ２ の 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） で は 、 冷 却 対 象 で 加 熱 さ れ た ブ ラ イ ン は ブ ラ イ ン 配
管 （ 30） の 戻 り 部 （ 30a） を 流 れ て 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に 流 入 す る 。 冷 却 熱 交 換 器 （ 24）
に 流 入 し た ブ ラ イ ン は 、 冷 媒 流 路 （ 24b） の 冷 媒 と 熱 交 換 し て 冷 却 さ れ る 。 こ の と き 、 冷
却 熱 交 換 器 （ 24） に お い て 、 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） の 検 出 値 に 基 づ い た 冷 却 能 力 で ブ ラ イ
ン が 冷 却 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の と き 供 給 温 度 セ ン サ （ 36） の 検 出 値 に 基 づ く 冷 却 能 力 の
補 正 制 御 も 行 わ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 冷 却 さ れ た ブ ラ イ ン は 、 ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） の 供
給 部 （ 30b） を 流 れ て タ ン ク （ 32） に 一 時 的 に 貯 溜 さ れ た 後 、 再 び 冷 却 対 象 に 供 給 さ れ る
。 こ の よ う な 制 御 動 作 が 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） 毎 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 ２ で は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 冷 媒 を ブ ラ イ ン と 熱 交 換 さ せ る 冷
却 熱 交 換 器 （ 24） が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 応 じ た 循 環 ユ ニ ッ ト
（ 12） を 選 択 す れ ば 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） の 容 量 も 各 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 対 応 さ せ る こ と が
で き 、 冷 凍 サ イ ク ル を 安 定 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 ２ で は 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） が 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 設 置 さ れ て い る の
で 、 ブ ラ イ ン は 、 冷 却 対 象 と 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 間 だ け を 循 環 し 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11）
へ は 流 れ な い 。 こ の た め 、 こ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 冷 却 対 象 に 近 接 し て 据 え 付 け る と 、
冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と 冷 却 対 象 の 間 に お け る ブ ラ イ ン の 循 環 経 路 が 短 く な る 。 し た が っ て
、 ブ ラ イ ン の 保 有 量 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ブ ラ イ ン の 保 有 量 を 削 減 で き る の で
、 例 え ば 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に メ ン テ ナ ン ス 時 に ブ ラ イ ン を 回 収 す る た め の タ ン ク （ 図 示
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省 略 ） を 設 け る 場 合 で あ っ て も 、 こ の タ ン ク を 小 型 化 で き て 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 大 型
化 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ブ ラ イ ン の 循 環 経 路 が 短 く な る の で 、 経 路 に お
け る 熱 の 出 入 り を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 こ の 結 果 と し て 冷 却 制 御 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
そ の 他 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 は 上 記 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ 】
図 ３ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ を 示 す 。 尚 、 こ こ で は 、 実 施 形 態 ２ と 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符
号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
本 実 施 形 態 ３ で は 、 実 施 形 態 ２ と 異 な り 、 膨 張 弁 （ 23） が 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 配 設 さ
れ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 ３ で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 熱 源 側 制 御 部 （ 61） が 設 け ら
れ る と と も に 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 、 供 給 温 度 制 御 部 （ 42） と 、 本 発 明 で い う 制 御
手 段 と し て の 循 環 側 制 御 部 （ 62） と が 設 け ら れ て い る 。 尚 、 図 ３ で は 、 ケ ー シ ン グ （ 13,1
4） を 便 宜 上 仮 想 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） は 、 圧 縮 機 （ 21） と 凝 縮 器 （ 22） と が 配 管 接 続 さ れ て 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 液 側 ポ ー ト （ 53） は 、 上 記 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） の 凝 縮 器 側 端 部 に
分 岐 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ の 液 側 ポ ー ト （ 53） は 、 本 実 施 形 態 ３ で は ３ つ 設 け ら れ て お
り 、 そ の ぞ れ の 先 端 部 は 、 ケ ー シ ン グ （ 13） の 外 側 に 位 置 し て い る 。 こ の 各 液 側 ポ ー ト （
53） の 先 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 材 （ 53a） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
一 方 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の ケ ー シ ン グ （ 14） 内 に は 、 主 と し て ブ ラ イ ン 配 管 （ 30） が
収 容 さ れ る と と も に 、 膨 張 弁 （ 23） と 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と が 収 容 さ れ て い る 。 各 循 環 ユ
ニ ッ ト （ 12） に お い て 、 膨 張 弁 （ 23） と 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） と は 、 冷 媒 配 管 に よ っ て 直 列
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） は 、 ガ ス 側 接 続 管 （ 55） 及 び 液 側 接 続 管 （ 56） を 介 し て 熱 源 ユ ニ ッ
ト （ 11） に 接 続 さ れ て い る 。 こ の ガ ス 側 接 続 管 （ 55） は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に お け る 冷
却 熱 交 換 器 （ 24） 側 に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 液 側 接 続 管 （ 56） は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12）
に お け る 膨 張 弁 （ 23） 側 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 液 側 接 続 管 （ 56） を 流 れ る 冷 媒 は 、
膨 張 弁 （ 23） を 通 過 し て 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） に 向 か っ て 流 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
こ の 膨 張 弁 （ 23） 及 び 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） が ガ ス 側 接 続 管 （ 55） 及 び 液 側 接 続 管 （ 56） を
介 し て 冷 媒 回 路 構 成 部 （ 50） に 接 続 さ れ る こ と で 、 冷 媒 が 循 環 す る 閉 回 路 の 冷 媒 回 路 （ 20
） が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 膨 張 弁 （ 23） 及 び 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） は 、 そ れ ぞ れ 凝 縮
器 （ 22） に 対 し て 並 列 に な る よ う に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
上 記 各 循 環 側 制 御 部 （ 62） は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 戻 り 温 度 セ ン サ （ 35） の 検 出 値 に
基 づ い て そ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
上 記 供 給 温 度 制 御 部 （ 42） は 、 供 給 温 度 セ ン サ （ 36） の 検 出 値 に 基 づ い て 冷 却 能 力 の 補 正
制 御 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
上 記 熱 源 側 制 御 部 （ 61） は 、 上 記 各 循 環 側 制 御 部 （ 62） で 導 出 さ れ た 熱 負 荷 を 総 合 し 、 こ
れ に 応 じ て 圧 縮 機 容 量 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ １ 】
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 ３ で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に お い て 、 各 循 環 側 制 御 部 （ 62）
が ブ ラ イ ン の 戻 り 温 度 に 基 づ い て そ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 調 整 す
る 。 つ ま り 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に お い て そ れ ぞ れ 独 立 し た 冷 却 能 力 の 制 御 が 実 行 さ れ
る 。 そ し て 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） で 要 求 さ れ る 冷 却 能 力 を 合
計 し た 冷 却 能 力 を 発 揮 す る よ う に 圧 縮 機 容 量 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
し た が っ て 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 必 要 と す る 冷 却 能 力 を 合
計 し て 圧 縮 機 容 量 を 制 御 す る の み で あ る の で 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で の 制 御 内 容 が 簡 素 化
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
つ ま り 、 圧 縮 機 容 量 や 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を １ つ の コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 省 略 ） で 総 合 的 に
制 御 す る 構 成 と し た 場 合 に は 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ に 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 有 無 に 応 じ
、 ま た 、 各 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 応 じ た 種 々 の 制 御 内 容 を 予 め イ ン ス ト ー ル し て お か な け れ
ば な ら な い 。 こ の た め 、 予 め 用 意 さ れ た 制 御 内 容 に 対 応 し た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） し か 接 続
で き ず 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 汎 用 性 を 向 上 さ せ る に は 限 界 が あ る 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施
形 態 ３ で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 循 環 側 制 御 部 （ 62） を 設 け る こ と に よ り 、 必 要 な 制
御 を 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 受 け 持 た せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11）
の 熱 源 側 制 御 部 （ 61） で は 、 接 続 さ れ た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 供 給 す る 冷 熱 量 の 総 量 を 導
出 す る の み と い う 制 御 内 容 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 種 々 の 循 環 ユ ニ ッ ト
（ 12） を 接 続 可 能 と な り 、 こ れ に よ り 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） を さ ら に 汎 用 性 の あ る も の と
す る こ と が で き る 。 特 に 、 圧 縮 機 （ 21） を 定 容 量 タ イ プ に 構 成 し た 場 合 に は 、 圧 縮 機 容 量
の 調 整 を 行 う こ と が な い た め に 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 熱 源 側 制 御 部 （ 61） を 省 略 す る こ
と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
そ の 他 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 は 上 記 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 発 明 の そ の 他 の 実 施 の 形 態 】
上 記 各 実 施 形 態 に つ い て 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 電 気 ヒ ー タ （ 31） 及 び タ ン ク （ 32） を 省
略 し た 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） 毎 に 膨 張 弁 （ 23） を 設 け る 構 成 と し た が
、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 １ で は 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 24） は 、 何 れ も 同 じ 大 き さ の も の に よ り 構
成 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
請 求 項 １ の 発 明 で は 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） が １ つ の モ ジ ュ ー ル と し て 構 成 さ れ 、 ま た 各 循
環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 別 の モ ジ ュ ー ル と し て 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 複 数 の 冷 却 対 象 が そ
れ ぞ れ 熱 負 荷 の 異 な る も の で あ っ て も 、 冷 却 対 象 毎 に 最 適 な 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 選 定 し
て １ つ の 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 繋 げ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 結 果 、 冷 却 対 象 に 応 じ た 種
々 の ニ ー ズ に 容 易 に 適 応 で き て 最 適 な 冷 却 能 力 を 有 す る 冷 凍 装 置 （ 10） を 簡 単 に 構 成 す る
こ と が で き 、 冷 凍 装 置 （ 10） の 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 各 冷 却 対 象
の 熱 負 荷 に 応 じ た 適 正 な 冷 却 能 力 で 冷 凍 装 置 （ 10） の 運 転 を 行 う こ と が で き る た め に 、 運
転 効 率 を 向 上 す る こ と が で き て 省 エ ネ 化 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば １ つ の 冷 却 対 象 が 熱 負 荷 の 異 な る も の と 入 れ 替 え ら れ た 場
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合 で も 、 そ の 冷 却 対 象 に 対 応 す る 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 取 り 替 え る だ け で 、 こ れ に 対 応 す
る こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 冷 却 対 象 が 変 更 さ れ た 場 合 で も 、 従 来 の よ う に 冷 凍 装 置 （
10） 全 体 を 更 新 す る 必 要 は な く 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） だ け を 更 新 す れ ば よ い こ と と な る 。
し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 そ の 点 で も 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） と 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 熱 媒 体 が 流 れ る 配
管 で 接 続 し て 冷 凍 装 置 （ 10） を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 冷 媒 が 流 れ る 配 管
で 接 続 す る 場 合 に 比 べ 、 冷 凍 装 置 （ 10） の 設 置 作 業 の 複 雑 化 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
さ ら に 、 冷 却 器 （ 24） が 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） に 配 設 さ れ る の で 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 冷
却 器 （ 24） を 配 設 す る 構 成 に 比 べ て 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の よ り 一 層 の 小 型 化 を 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 冷 媒 を 熱 媒 体 と 熱 交 換 さ せ る 冷 却 器 （ 24） が
設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 応 じ た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 選 択 す れ ば
冷 却 器 （ 24） の 容 量 も 各 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 冷 凍 サ イ ク ル を 安 定
し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 、 本 発 明 で は 、 冷 却 器 （ 24） が 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 設 置 さ れ て お り 、 熱 媒 体 が 循 環
ユ ニ ッ ト （ 12） と 冷 却 対 象 の 間 で だ け 循 環 す る 。 こ の た め 、 こ の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 冷
却 対 象 に 近 接 し て 据 え 付 け る と 、 冷 却 器 （ 24） と 冷 却 対 象 の 間 に お け る 熱 媒 体 の 循 環 経 路
が 短 く な る 。 し た が っ て 、 熱 媒 体 の 保 有 量 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 熱 媒 体 の 保 有
量 を 削 減 で き る の で 、 例 え ば 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に メ ン テ ナ ン ス 時 に 熱 媒 体 を 回 収 す る た
め の タ ン ク を 設 け る 場 合 で あ っ て も 、 こ の タ ン ク を 小 型 化 で き て 、 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が
大 型 化 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 熱 媒 体 の 循 環 経 路 が 短 く な る の で 、 経 路 に
お け る 熱 の 出 入 り を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 こ の 結 果 と し て 冷 却 制 御 の 精 度 を 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 冷 媒 回 路 （ 20） に は 、 冷 却 器 （ 24） 毎 に 膨 張 弁 （ 23） が １ つ ず
つ 設 け ら れ る の で 、 各 膨 張 弁 （ 23） の 開 度 を 調 節 す る こ と に よ り 、 各 冷 却 器 （ 24） で の 冷
媒 流 量 が 個 別 に 調 節 さ れ る 。 し た が っ て 、 各 冷 却 対 象 に 応 じ た 冷 却 能 力 を そ れ ぞ れ 別 個 に
調 整 す る こ と が で き 、 冷 却 能 力 を よ り 精 度 良 く 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 、 要 求 さ れ る 冷 却 能 力 を 発 揮 で き る よ
う に 独 立 し た 制 御 が 行 わ れ る の で 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で の 制 御 内 容 を 簡 素 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
つ ま り 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） 及 び 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） を 総 合 的 に 制 御 す る 構 成 と し た 場
合 に は 、 圧 縮 機 容 量 や 膨 張 弁 開 度 を 調 整 す る コ ン ト ロ ー ラ に 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） の 有
無 に 応 じ 、 ま た 、 各 冷 却 対 象 の 熱 負 荷 に 応 じ た 種 々 の 制 御 内 容 を 予 め イ ン ス ト ー ル し て お
か な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 、 予 め 用 意 さ れ た 制 御 内 容 に 対 応 し た 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12）
し か 接 続 で き ず 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の 汎 用 性 を 向 上 さ せ る に は 限 界 が あ る 。 こ れ に 対 し
、 本 発 明 で は 、 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 制 御 手 段 （ 62） を 設 け る こ と に よ り 、 冷 凍 装 置 （
10） に 必 要 な 制 御 を 各 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 受 け 持 た せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 熱 源
ユ ニ ッ ト （ 11） に も コ ン ト ロ ー ラ を 設 け る と し て も 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ は 、 接 続 さ れ た 循
環 ユ ニ ッ ト （ 12） に 供 給 す る 冷 熱 量 の 総 量 を 導 出 す る の み と い う 簡 素 化 さ れ た 構 成 と す る
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） で の 制 御 内 容 を 簡 素 化 す る こ と で 、 種 々
の 循 環 ユ ニ ッ ト （ 12） が 接 続 可 能 と な り 、 こ れ に よ り 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） を さ ら に 汎 用
性 の あ る も の と す る こ と が で き る 。 特 に 、 圧 縮 機 （ 21） が 定 容 量 タ イ プ の 場 合 に は 、 圧 縮
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機 容 量 の 調 整 を 行 う こ と が な い た め に 、 熱 源 ユ ニ ッ ト （ 11） の コ ン ト ロ ー ラ を 不 要 と す る
こ と も 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 冷 凍 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 冷 凍 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ 11） 　 　 熱 源 ユ ニ ッ ト
（ 12） 　 　 循 環 ユ ニ ッ ト
（ 20） 　 　 冷 媒 回 路
（ 23） 　 　 膨 張 弁
（ 24） 　 　 冷 却 熱 交 換 器
（ 33） 　 　 循 環 ポ ン プ
（ 41） 　 　 冷 却 能 力 制 御 部
（ 62） 　 　 循 環 側 制 御 部
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【 図 ３ 】
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